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ひとみな活動 

校長  横山 美智子 
  
 令和７年、新しい一年が始まりました。いつもなら、テレビのカウントダウンを視聴しながら、

日付が変わり新しい年が始まったタイミングで「よし、今年も頑張るぞ！」と気持ちを新たにする

のですが、今年は何か違いました。昨年の元日のことが頭に浮かびました。令和７年１月１日の一

日が終わる頃、ようやく「新しい年が始まったのだな」と心から思うことができました。今年は、

予報より降雪も少なく、穏やかな年明けとなりました。引続き、保護者の皆様、地域の皆様との連

携、協力を大切に、子供たちにとって実り多き３学期そして今年度の結びとなるよう教職員一丸と

なって子供の学びを支えてまいります。今年もよろしくお願いいたします。  

 さて、５月の学校だよりでもお知らせした今年度児童会が最も大切にして取り組んでいる活動

「ひとみな活動（ひとりはみんなのために）」の活動状況についてお伝えします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休み時間になると異学年と交流する子、タスキをかけて校内を巡回する子、人にしてもらってう

れしかったことを紹介する給食時間の放送等、高陵っ子が、自分とみんなのために主体的に行動す

る「ひとみな活動」。この活動は、高陵小学校の大切な宝物です。 

 

高陵小だより 
  

☆「みんなが笑顔になるために、一年間自分にできるこ 

とを考えて行動しよう」と運営委員会が中心となって 

呼びかけた「ひとみな活動」。各委員会が様々な活動 

を考案し、たくさんの高陵っ子が参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆１回参加したらスタンプを一つ押します。30 回参加したら「ひとみな名人初段」に任命さ

れます。現在「ひとみな名人初段」は 150 人以上となりました。 

 

 



。 

 

 

＜１２月１１日＞ 
学校保健委員会 

 「目の健康」をテーマに、保健委

員会の児童が、クイズを交えなが

ら目の健康を保つための習慣づく

りや、目の体操の仕方についての

発表を行いました。学校医さんの

お話を伺いました。 

＜１月１０日＞ 
１年 給食メニュ―「ゆで卵」 

 給食だよりで「お家でもやって

みよう」と呼びかけたこともあ

り、子供たちはゆっくり丁寧に殻

をむき、殻がむき終わったら、笑

顔でおいしそうに卵を頬張ってい

ました。 

学校の様子から   ～  １２月、１月の高陵っ子 ～ 

＜１月１５日＞ 
４年 委員会活動の見学 

 ５、６年生で取り組む委員会活

動を見学しました。どの委員会

も、企画した内容について意見交

換したり、動きを確認したりと活

発にしていました。 

３学期の主な行事予定 

1 月 28 日（火）半日体験入学 

31 日（金）不審者対応訓練 

 ２月  4 日（火）学習参観・学年懇談会 

7 日（金）５年スキー学習 

          ６年高陵中説明会 

 

10 日（月） 交通少年団入隊団式 

19 日（水） 委員会引継ぎ式 

21 日（金） 卒業を祝う会 

３月  ３日（月） 同窓会入会式 

17 日（月）  卒業証書授与式 

21 日（金） 給食終了 

24 日（月） 終業式・修了式 

◇高陵小学校のホームページ◇   学校の情報を発信しています 
高陵っ子の様子や活動を紹介しています。      
各種たよりや許可証等もダウンロードできます。  
ぜひ、ご覧ください。 
◆アドレスは、こちら 👉 https://koryo-e.takaoka-school.jp/ 

 

 「校内万葉かるた大会」 1/１６  

 本校伝統の校内万葉かるた大会を行いました。中学年と高学年に分 

かれて開催し、各学年で競技しました。１１月頃から約２か月、学校 

のＫＴタイムや休み時間、冬休み、家での自主練習等、時間をかけて 

練習してきた子供たちは、その成果を出し切ろうと全力で取り組みま 

した。入賞者の発表では、ライバルとして共に競技した仲間への惜し 

みない拍手が体育館に響き渡りました。 

 入賞者発表後、高学年では１９日行われる「越中万葉かるた大会」 

に出場する児童への壮行会が行われ、力強いエールを送りました。 


